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ご挨拶（日本ログハウス協会会長／中川信治）　

６月１１日　ログハウス協会　第３０回総会が終了しました。 やはり総会は私たちにとって、 節目となる大きなイベントです。

関係者の皆様におかれましては、 本当にご苦労様でした。 心より感謝申し上げます！！特に縁の下の力持ち的？普及委

員の人達にはタダタダ感謝です！！さて、 もう台風の季節に入り、 ログ屋としてはこれも気になる季節ですが、 ぜひそれ

にも負けないで、 ログハウスの受注に向けて頑張って下さいませ！

T o p i c s 1

2018 年 6 月 11 日（月）日本ログハウス協会通常総会および
ログハウス建築コンテストの表彰式が開催されました。

日本ログハウス協会では例年、 協会員様の協賛によりログハウス協会カレンダーを発行しておりますが、

現在、 2019 年版カレンダーに協賛頂ける協会員様を募集しております。 この協会カレンダーは協会員の皆様にお届

けする以外にも、 全国の書店で販売しているログハウス専門誌である 「ログハウスマガジン （株式会社地球丸刊）」 の

1 月号付録 （11 月末発売） として配布されます。

多くのログハウスファンのお手元に届くカレンダーになりますので、 ぜひこの機会に自慢の一棟を掲載してみませんか？

料金は 1枠あたり 125,000 円 （税別） です。 枠に限りがございますので、 お早めに日本ログハウス協会事務局までお

問い合わせください。 募集期間は 2018 年 8 月 31 日までとなります。

T o p i c s 2

日本ログハウス協会の第 30 回目となる総会、 および平成 30 年度ログハウス建築コンテストの表彰式が去る 6月 11 日、

ホテルメルパルク （東京港区） にて開催されました。 総会では前年度の総括と今年度の活動予定の報告がありました。

総会後の東京都市大学の大橋好光先生による講演会には、 席が足りなくなるほどの盛況ぶりでした。

ログハウス建築コンテスト表彰式＆懇親会では、 大賞 2作品をはじめ 14 作品の表彰が行われ、 受賞者を囲んで歓談

のひとときを過ごしました。 当日は雨の中、また遠方にもかかわらず多くの協会員様にご参加頂きありがとうございました。

2019年版ログハウス協会カレンダーの協賛を募集
自慢の一棟をカレンダーに掲載しませんか？
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エストニア共和国と当協会役員のミーティングが行われました。

T o p i c s 3

木材産業、 木造住宅の建築技術等の視察を目的として日本

を訪れていた、 エストニアからの視察団のメンバーと当協会の

中川会長をはじめとする役員によるミーティングが 4月13日に

行われました。

ミーティングに先立って、 エストニア森林・木材産業協会会長

ヘンリク氏による、 ログハウスの温熱実験結果の説明がありログ

ウォールに付加する断熱材の種類によってどの様な結果が得

られたのか、 非常に興味深い内容となりました。

また、 足利工業大学でログハウスの温熱実験を進めている、

当協会技術委員会からも角谷技術委員長

他４名が参加して、 意見交換を

行いました。

［エストニア共和国］
フィンランド湾に面するバルト諸国の一つで、 湾をはさみフィン

ランドから約 90km 南に位置する。 今年、 旧ソ連からの独立

１００周年を迎えた。 木材産業と IT に力を入れており、 公用語

はエストニア語だが英語をはじめ複数の言語を話せる国民が

多い。 国土面積は九州本島の大きさに近く、 人口は 134万人

と沖縄県の人口に近い。

ミーティングでは、 ２月にエストニアを訪問した朝倉

普及推進委員長が、 日本ログハウス協会の略歴、

日本の住宅建築、 ログハウス建築の推移について

説明を行ない、 その後エストニア視察団のメンバー

から、日本の経済状況や木材貿易、日本のマーケッ

トに関する質問も多く寄せられ、 今後のエストニアと

日本のビジネスでの交流の発展も期待される内容と

なりました。

また、 エストニア国内のログハウス製造メーカーが加

入している木造住宅協会からは、 日本ログハウス協

会との友好協定についての打診があり現在、 当協

会理事会で協定の内容について協議が行われてい

ます。

視察団のリーダー  ヘリンク氏と中川会長▶


